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膜麹目キンウワパトピコバチ CoPidosomafloridanul刊は鱗麹目キンウワバ亜科の昆虫に特異的に寄生する多匹

生殖性の卵 幼虫寄生蜂である。表割を行う一般的な昆虫とは異なり、寄主の卵に産み付けられたC.floridanum 

の卵は全割を行い、桑実日杢が形成される。この桑実脹はシンシチアルな最外膜細胞で包まれていて、やがて寄主

幼虫体内で分裂し多妊となる (Strand，1989; Iwabuchi， 1991; Baehrecke et al.， 1992， 1993; Grbic et al.， 1992， 1998; 

Utsunomiya and Iwabuchi， 2002)。
卵 幼虫寄生蜂が産卵直後の寄主卵に寄生する場合には、寄主駐中ではなく、卵黄中に産下されやすい。

Ascogaster spp. (Clausen， 1972)やChelonusspp. (Kaeslin et al.， 2005)では寄主脹外、すなわち卵黄中に産み付け

られた寄生蜂卵は、鮮化した後に幼虫が動いて寄主任中に侵入することが知られてきた。しかしC.floridanul刊は

寄主卵中では佐の状態であり、駐が何らかの方法で寄主目玉の中に侵入しなくてはならないはずである。そこで寄

主膝と寄生蜂妊の共存培養法を確立し、その動態を観察した結果、桑実妊となったC.floridanum脹が培地中でア

メーバ様に運動・移動し、寄主佐に侵入することが明らかになってきた。また、両目歪を蛍光染色して蛍光顕微鏡

および共焦点レーザー顕微鏡を用いて観察したところ、脹脱皮前(採卵後約 60時間まで)の寄主』主であれば寄主

妊の表皮部分のどこからでも侵入可能で、あることが確認された。本研究では、 C.florida仰 m桑実駐が寄主妊に付

着、寄主妊細胞聞を移動して、その血体腔内に定着するまでの様子を、透過型電子顕微鏡により詳細に観察し

た。

今回用いた寄主目玉は培養条件下において採卵後40-50時間目のキクキンウワパThysanoPlusiainetermixta卵から

取り出したもので、巴mbryonicmembrane (EM) 1と2 (Ziese and Dorn， 2003)でつつまれており、 C.floridanum 

桑実脹はこれの膜を通過して寄主妊に到達していた。侵入を開始した桑実妊の中の最外膜中と匪細胞問には一様

にミエリン構造が観察され、これが寄主妊表面に残存する EMに酷似していたことから、C.floridanum桑実症は

寄主妊の EMを取り込んで除去している可能性が考えられた。桑実1歪が寄主目玉表面に到達した段階になると、寄

主のRr細胞の微紋毛や細胞質が伸張してC.floridanum桑実妊に接着する様子が観察された。その接着面は同種の

細胞同士と同じように接着結合を形成していた。また、桑実目玉は、寄主Rrの表皮部分の細胞を消化することなく

細胞聞を通り抜け、その後、寄主症の細胞によってその孔はふさがれた。侵入後、桑実肢は表皮細胞の内側で、

寄主目玉細胞と親和性を保ったまま存在していた。

今回の結果からC.floridanum移動性匪は、寄主匹細胞に対して分子擬態をしている可能性が考えられた。今後

は、侵入に関与する因子について研究を行っていきたい。

年 Abstractof paper read at the 41st Annual Meeting of the Arthropodan Embryological Society of ]apan， ]une 9-10， 2005 (Inuyama， 
Aichi). 
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